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研修出張様式４
研修出張様式５

研修報告書
	所　　属：　薬局　　　　　　　　　　職　種：　薬剤師　　　　　　　　氏　名：　千葉佐知子

	期　　間：　平成　２９年　７月　１６日　～　平成　２９年　７月　１７日

	出張目的：精神科領域の感染制御について見識を深める。

	出 張 先；仙台市情報・産業プラザ多目的ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


講演1『精神科病院での感染対策の特殊性と戦略』
講師：山内勇人　座長：黒須真弓
要旨：本セミナーの総括的内容。講師は会の中心的存在の方で、宣伝・ユーモアを交えた講演。
考察：「フェーズ（警戒レベルに応じた院内感染対策）」をあらかじめ決めておく事で、有事の際、迅速に行動できる。また、自施設に合わせてアレンジするにあたって、経済面も重要なファクターとなる。

講演2『抗菌薬の適正使用』
講師：別所千枝　座長：髙橋満里
要旨：精神科病院における抗菌薬の適正使用について、基礎から丁寧に解説。講師は病院薬剤師の方。
考察：医療介護関連肺炎（NHCAP）は、精神科病院において難治性で予後が不良となる場合がある。対策としては、抗菌薬ならびに抗精神病薬の使用の適正化が考えられる。
講演3 『疥癬』
講師：牧上久仁子　座長：川内健史
要旨：疥癬の症状・診断・治療薬についての講義。講師は疥癬診療ガイドライン作成委員の医師。
考察：通常疥癬に比べ、角化型疥癬は感染力が極端に強い。推奨レベルが高い治療薬は、ストロメクトール及びスミスリンローション。精神科病院は疥癬ハイリスクとは言えないが、向精神薬服用により痒みがマスクされる点に注意。

講演4『精神科病院における結核感染対策』　
講師：永井英明　座長：山内勇人
要旨：肺結核を中心に、歴史的背景・日本の現状・診断方法・感染対策などについて講義。
考察：肺結核を見逃さないため、胸部Ⅹ線検査を入院時・その後も年１回は実施するべきである。さらに胸部Ⅹ線写真に異常所見があった場合は、必ず喀痰抗酸菌検査（日をかえて３回連続）を行うこと。
～シンポジウム１～
『精神科病院におけるインフルエンザ対策』
講師：栗原康雄　座長：山本由紀　　　　
①インフルエンザの基礎知識　　　 
②インフルエンザ対策の実際
③Q&A
要旨：三重県の精神科病棟で、インフルエンザがアウトブレイクした際の状況と対応を説明。その後意見　　
交換あり。
考察：講師の勤務病院は、現在フェーズ１・２の２段階のみ。少ないのではと思ったが、有事のフェーズの判断が容易なため、導入開始としては適切とも考えられる。将来的には、３段階以上に改正するのが望ましい。

講演5　『感染対策のトピックス～薬剤耐性菌と標準予防策～』
講師：森兼啓太　座長：三山健司

要旨：現在の国内における多剤耐性菌の動向及び過去のＭＤＲＡ集団発生時の調査内容・病院の取り組みについて解説。講師は当時（2008年）国立感染症研究所に在任していた方。
考察：抗菌薬の開発と耐性菌のいたちごっこは今に始まったことではないが、抗菌薬の慎重な使用と伝播防止により耐性菌増加を食い止めなくてはならない。また標準予防策の遵守にあたり、日常業務の中で問題点に気付けるかが、重要な鍵となる。
～シンポジウム２～
『感染制御活動の実際』
①ICTラウンド
②職員患者教育
③感染制御の組織活動
④Q&A
講師：高濱正和・西村和子・白濱美保子
座長：中島百合・糠信憲明

要旨：感染制御チーム（ＩＣＴ）の役割と実践・ラウンドの具体例などについて解説。意見交換あり。
考察：精神科病院での感染対策においては、手洗いと鍵の清潔保持が最も重要である。またチームとして組織活動する上で、職員・患者教育は必須であり、“院内文化”になるまで地道な努力の積み重ねが必要となる。
講演6『災害時の感染対策とメンタルヘルス』
講師：榮留富美子　座長：鈴木健一

要旨：災害対策全般について解説。さらに災害時の感染制御・ストレス反応の説明あり。講師は元自衛隊看護師の方。
考察：災害対策の準備として、計画・訓練・備蓄があげられる。特に｢水｣・｢電気｣の備蓄は感染対策に有用。また、被災者のみならず、救援者も強いストレスを被る可能性があるため、単独行動は避け、２人以上で行動するよう心掛けるべきである。
～シンポジウム3～
『精神科病院におけるノロウイルス対策』
講師：金成千鶴　座長：小澤慎太郎
①　ノロウィルスの基礎知識
②　ノロウィルスの対策の実際
③　Q&A

要旨：感染性胃腸炎の基礎知識の解説および嘔吐物の具体的な処理方法のＤＶＤ視聴。意見交換あり。
考察：手指衛生において、爪の管理に着目。精神科の入院患者は、自己管理ができず、爪の状態が不良であることが多い。
　　　嘔吐物処理については、迅速な対応が求められるため、何回かシュミレーションを行い、手順をしっかり把握する必要がある。
以上
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